数値地質図「真岡」及び「土浦」地質編集図
(筑波山及び周辺地域の地質案内)

内容の説明

1．まえがき
既存の地質図や表層地質図ならびに編集者の現地調査に基づく，5万分の1地形図「真岡」及び「土浦」地域の地質編集図である．両地域の間の「真壁」地域は地質図幅として出版済みであるので，3地域を合わせ，筑波山及び周辺地域の地質を知ることができる．編集にあたって，中生代の堆積岩類については，堀・指田(1998)に基づき若干の現地調査を行い編集した．花崗岩類ならびに変成岩類については5万分の1地質図幅「真壁」(宮崎ほか，1996)の区分に従い，現地調査と岩石の顕微鏡観察，各種化学分析などを行い，真岡と土浦地域に外そうした．そのほかの地質区分全般については，20万分の1地質図幅「水戸」(吉岡ほか，2001)に準拠し，地形図の判読や現地調査結果を加え編集した．
本資料は，真岡地域から土浦地域にかけた地質図，地質概略，総括表，地質見学地案内からなる．地質図は地理情報システムで編集された．地質概略では，各地質単元について簡単な説明を行い，参考とした文献を記してある．総括表は各凡例の説明を表でまとめたものである．地質見学地案内には，それぞれの地点について，写真と文章で観察の留意点を記し，公共交通によるアクセス方法を記した．
これらは編集に利用した地理情報システムのフリーのビュアーソフトで見ることができる． 地質図の印刷には，編集に使用した地理情報システムのソフトウエア(TNTmips)を利用するほか，ソフトの入手ができない場合のため，汎用なドローソフトで利用できる形式(png)で保存した地質図も提供した．なお，本資料の地質図では旧座標系を用いているので，さらに位置情報を持ったデータを加える時には，留意する必要がある．
2．資料集に収められたデータ一覧
2.1 Introduction

IntroJP.atlとIntroEN.atl

ビュアーソフトで見るときの表紙(この入口で日本語版か英語版を選ぶ)

2.2 TsukubaSan

Mouka.rvc
・ラスターの地質図：地質基図，褶曲・断層図，走向傾斜図，鉱山・採石・化石産地図を重ね，一つのラスター図としたものである．

・ベクトル図：公共交通路線図，地名図，観察地点図，5万の分の1地形図区画図． 
・地質図のレイアウト：TsukubaJP(日本語)，TsukubaEN(英語)
ラスターの地質図に交通や地名などのベクトル図を重ねたものである．

・地質ガイド図のレイアウト：GuideJP(日本語)，GuideEN(英語)

地質図に観察地点を重ね，地点ごとの説明に入れるようにしたものである．
2.3 TsukubaGuide

地質概略，総括表，地質見学地の説明に関するHTML形式ファイルからなる．取り上げた地質見学地は，つくばセンター，地質標本館，宍塚，小田，平沢，筑波山，桃山，加波山，岩瀬，稲田，磯山，益子である．

地質ガイド図がこれらにリンクしている．
2.4その他
Chishituzu: png形式の地質図
gaisetsu：地質概略の説明(ワード)

汎用ソフトでただちに地質図と地質の説明を得ることができる．
内容の説明(ワード)：利用法を解説したもの．
ReadMeEN(ワード)：利用法を英語で解説したもの．

3．ビュアーソフトで内容を見る方法
3.1 ビュアーソフトのインストール
まだソフトウエアがインストールされていなければ，次の要領で行う．
Micro Image社のサイトから”FREE TNT atlas”をダウンロードする．
http://www.microimages.com/freestuf

それが不可能なら本資料集中にある同ソフトをインストールする．フォルダーTsukubaから，「TNTatlas69」というソフトを開いて，Nextを何回か繰り返してインストールを終える．
3.2 スタート
TNTatlasを立ち上げ，FileメニューからOpenを選択する．Introductionのフォルダー中のIntroEN(英語版)かIntroJP(日本語版)のどちらかを選び開く．
表紙が現れる．メニューの右から2番目（赤い四角形が三個並んだ絵のボタン）を押すとリンクが出来るようになる．画面の項目(1．地質図，2．見学地案内，3．地質概説，4．凡例の説明)から望みのものを選ぶ．
3.3 情報を得る
項目の中から，2の見学地案内を選ぶと地質図に見学地のポイントを緑の星印で示した図が出てくる．そこで好みのポイントを選ぶとその地点の説明が出てくる．説明のファイルは外部ファイルを参照しているので，閉じるにはそのファイルの中で閉じる．

3.4 ビュアー上でのいくつかの操作
ビュアー上で前に戻るにはメニューボタン中央の矢印が曲がったボタンを，最初の画面(表紙)に戻るにはその右の家の絵が書いたボタンを押す．＋記号のボタンは図の拡大，－記号のボタンは図の縮小である．四角の絵がついたボタンを押し，画面上で任意の場所を選ぶとそこが拡大する．ひし形の絵のボタンは全域表示の大きさを指定する．背景の色を変えたい場合，OptionsからPreferencesを選択し，希望の色を選ぶ．

3.5地理情報機能
次に地理情報機能を紹介する．右から3番目の物差しの絵のボタンを押し，あらたなメニューを使うと画面の中の任意の地点間の距離やその方向を求めることができる．ある地域を囲むとその面積を求めることもできる．
3.6終了
FileメニューからExitを選び終了する．
PAGE  
3

